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　　　圃休日救急医

10月18日庭野医院（寿町）費52－2711

　25日中条病院（中条〉a57－3018

11月1日大坪医院（四日町）費57－6100

　3日至誠堂医院（西浦町東）852－3276

　8日富田医院（神明町）852－3269
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会議

告報

役
場
周
辺
の

　
柳
　
　
　
藤
　
作
議
員

①
町
の
人
口
を
推
計
す
る
と
、
昭
和

六
十
六
年
に
は
九
千
人
を
割
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
対
す
る
具
体
策
を
。

②
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
で
、
現
在
、

役
場
の
駐
車
場
面
積
は
、
適
切
か
。

③
役
場
周
辺
は
、
町
内
唯
一
の
密
集

地
域
だ
。
除
排
雪
や
下
水
処
理
の
問

題
が
あ
る
。
流
雪
溝
整
備
を
優
先
的

に
。
同
時
に
下
水
道
の
完
備
も
。

④
裏
の
沢
（
千
手
保
育
園
裏
）
が
、

山
野
田
台
地
と
地
続
き
に
な
る
。
河

川
改
修
の
機
会
に
、
公
園
計
画
を
。

⑤
新
十
日
町
大
橋
完
成
後
、
山
野
田

原
の
開
発
と
段
丘
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
、
0
と
関
連
し
て
お
考
え
を
。

　
南
　
　
雲
　
町
　
長

①
今
、
町
は
、
都
心
か
ら
二
時
間
半

と
い
う
距
離
に
あ
る
。
今
後
は
ア
ク

セ
ス
（
近
づ
く
方
法
、
接
近
）
の
短

絡
化
を
図
り
な
が
ら
①
町
外
か
ら
の

移
入
②
企
業
誘
致
を
う
な
が
す
C
I

（
企
業
の
自
己
確
認
）
作
戦
③
町
民

開
発
を

が
わ
が
町
を
誇
り
な
が
ら
定
住
し
て

い
く
上
か
ら
も
、
こ
の
点
を
よ
り
強

調
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　
新
十
日
町
大
橋
と
取
付
道
路
も
都

心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
重

要
だ
。
周
辺
に
、
豊
か
な
宅
地
造
成

を
し
、
県
内
外
か
ら
の
希
望
者
に
宣

伝
す
る
の
も
一
つ
の
方
策
だ
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
目
下
推
進
中
の

都
市
計
画
と
環
境
整
備
を
急
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
時
点
で
は
、
若
者
が
一
時
的
に

町
を
離
れ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い

が
、
U
タ
ー
ン
を
前
提
と
す
る
考
え

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
U
タ
ー
ン

人
材
バ
ン
ク
制
度
の
強
化
や
企
業
誘

致
に
傾
注
、
受
け
皿
を
用
意
す
る
。

②
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
に
先
立
ち
、

九
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
確

保
し
た
。

　
し
か
し
、
同
セ
ン
タ
ー
ヘ
新
し
く

来
客
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
駐
車
場

の
不
足
は
十
分
予
想
さ
れ
る
。
中
央

町
松
屋
さ
ん
の
用
地
を
ゆ
ず
り
受
け
、

当
面
は
、
一
部
駐
車
場
と
し
て
活
用

す
べ
き
か
と
考
え
る
。

須
藤
総
務
課
長
　
保
健
セ
ン
タ
ー
建

設
後
は
、
役
場
周
辺
に
、
お
お
む
ね

七
〇
台
駐
車
可
能
で
あ
る
。
う
ち
外

来
者
用
に
庁
舎
前
一
〇
台
、
保
健
セ

ン
タ
ー
前
二
〇
台
、
計
三
〇
台
を
確

保
。
あ
と
は
公
用
車
一
五
台
、
職
員

通
勤
車
二
五
台
駐
車
で
き
る
。
現
在
、

自
家
用
車
通
勤
職
員
五
二
人
で
、
役

場
周
辺
に
収
ま
ら
な
い
職
員
の
車
は
、

総
合
セ
ン
タ
ー
に
駐
車
の
予
定
だ
。

③
流
雪
溝
は
、
昨
年
度
流
雪
溝
整
備

基
本
計
画
概
要
を
ま
と
め
、
検
討
し

て
い
る
。
実
施
に
つ
い
て
は
、
基
本埋め立てが予定される裏の沢

的
に
は
条
件
確
保
が
整
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

　
下
水
道
整
備
の
早
期
取
り
組
み
は
、

い
さ
さ
か
む
ず
か
し
い
面
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
在
の
生
活
環
境
か
ら
、

早
急
に
具
体
化
を
要
す
る
事
業
と
認

識
し
て
い
る
。

　
流
雪
溝
整
備
と
下
水
道
整
備
の
同

時
実
施
は
無
理
と
考
え
る
。
む
し
ろ
、

都
市
計
画
の
中
で
街
路
事
業
と
流
雪

溝
整
備
を
抱
き
あ
わ
せ
て
実
施
す
る

方
が
現
実
的
だ
、
と
す
る
考
え
も
あ

る
。

④
公
園
整
備
は
、
地
域
全
体
の
範
囲

を
見
つ
め
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
裏
の
沢
の
埋
め
立
て
で
、
約
一
〇

〇
世
帯
分
の
宅
地
造
成
を
し
た
い
。

そ
の
近
辺
の
干
手
公
園
、
千
手
保
育

園
前
の
空
き
地
、
山
野
田
公
民
館
に

近
接
し
て
い
る
土
地
を
総
合
的
に
考

え
、
公
園
計
画
を
樹
立
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

⑤
新
十
日
町
大
橋
が
完
成
す
る
と
、

山
野
田
周
辺
は
、
宅
地
な
ど
の
需
要

が
増
大
す
る
こ
と
は
、
当
然
予
想
さ

れ
る
。
十
日
町
方
面
に
く
ら
べ
、
か

な
り
地
価
が
安
い
と
い
う
現
実
が
あ

る
。
し
か
し
、
す
で
に
地
価
が
か
な

り
の
上
昇
機
運
に
あ
る
こ
と
も
事
実

だ
。
こ
れ
ら
の
問
題
も
含
め
て
、
住

宅
地
の
供
給
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

国
際
結
婚
に
い
く
つ
か
の
質
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
韓
国
、
台
湾
な
ど
の
交
流
は
。

　
上
　
村
　
広
　
治
議
員

①
国
際
結
婚
に
対
す
る
町
の
取
組
み

qD

日
本
人
同
志
の
結
婚
が
一
番
よ
い

わ
け
だ
が
。

㈱
日
本
へ
の
あ
こ
が
れ
を
、
募
集
に

利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

③
「
両
者
が
一
致
す
れ
ば
、
国
民
同

志
が
交
流
し
合
う
こ
と
も
よ
い
」
と

い
う
精
神
で
取
組
み
を
。

㈲
費
用
は
二
百
万
円
く
ら
い
と
い
っ

て
い
る
が
。

⑥
民
問
業
者
は
「
行
政
の
立
ち
遅
れ

が
目
立
ち
、
対
応
も
あ
や
ふ
や
」
と

い
っ
て
い
る
が
。

㈹
こ
の
問
題
に
ど
こ
ま
で
踏
み
込
め

る
か
。

②
今
夏
、
農
協
の
集
約
結
果
で
は
、

ス
イ
ヵ
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
い

ず
れ
も
低
調
だ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
積
極

的
に
予
算
増
額
で
き
な
い
か
。

0
農
協
婦
人
部
で
は
、
手
づ
く
り
農

産
加
工
品
（
手
作
り
み
そ
、
手
打
ち

そ
ば
粉
、
ハ
リ
ハ
リ
漬
け
、
こ
う
じ

な
ど
）
を
計
画
し
て
い
る
。
そ
の
機

械
器
具
費
が
、
一
四
〇
万
一
千
円

　
（
県
負
担
六
一
二
万
円
、
農
協
同
七
七

万
一
千
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
町
か

ら
も
助
成
で
き
な
い
か
。

　
南
　
　
雲
　
町
　
長

①
q
D
結
婚
は
、
両
性
の
合
意
に
よ
っ
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現地のレストランで見合いの会食

て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ

に
受
け
取
り
方
や
、
考
え
方
が
違
う

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
ど
れ
が
一
番
よ
い
か
、
あ
え

て
い
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
相

手
が
他
国
の
人
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ

の
人
と
な
ら
幸
福
な
家
庭
が
築
か
れ

る
と
思
え
ば
、
外
人
と
の
結
婚
も
よ

ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

㈱
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
性
は
、
日
本
に

あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、

事
実
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
私
ど
も

は
、
そ
れ
を
募
集
の
手
段
に
利
用
し

て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　
現
地
ア
ブ
カ
イ
町
長
が
、
私
に
あ

て
た
親
書
の
中
で
、
こ
う
い
っ
て
い

る
。
　
「
当
地
は
開
発
が
遅
れ
、
生
活

維
持
が
よ
り
苦
し
い
。
住
民
は
よ
り

よ
い
機
会
を
求
め
て
他
国
に
移
住
す

る
人
が
多
く
、
婚
姻
に
よ
っ
て
定
住

す
る
婦
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。
町
長

と
し
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
日
本

人
の
国
際
結
婚
に
魅
力
を
感
じ
て
い

る
。
日
本
に
嫁
い
だ
多
く
の
女
性
は
、

幸
福
に
暮
ら
し
て
お
り
、
満
足
し
て

い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
日
本
人
の

意
識
の
間
に
は
、
あ
た
か
も
、
隣
人

や
ア
ジ
ア
人
の
よ
う
に
両
立
で
き
る

何
か
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
」
と

述
べ
て
い
る
。

　
あ
く
ま
で
も
、
私
ど
も
は
、
友
好
、

親
善
、
共
存
共
栄
の
考
え
方
で
、
お

付
き
合
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

③
私
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
今
回
か

け
が
え
の
な
い
宝
物
を
ち
ょ
う
だ
い

し
て
く
る
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
迎

え
た
い
。

㈲
今
回
も
、
個
人
の
出
費
は
ほ
ぼ
こ

れ
に
近
い
も
の
と
思
っ
て
差
し
つ
か

え
な
い
。

⑥
本
来
、
こ
の
よ
う
な
間
題
を
行
政

主
導
で
す
る
の
は
例
が
少
な
い
と
い

う
お
話
だ
が
、
こ
れ
は
や
む
を
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
む
し
ろ
、
行
政
と
し
て
は
、
花
嫁

の
交
渉
よ
り
も
、
受
け
入
れ
後
の
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
ー
が
大
切
だ
。
つ
ま
り
、

職
業
の
確
保
、
日
本
語
学
習
の
機
会

提
供
な
ど
を
通
じ
て
一
日
も
早
く
、

こ
の
地
域
に
と
け
こ
ん
で
も
ら
う
こ

と
だ
。
周
囲
の
人
の
社
会
教
育
的
な

面
も
含
め
て
、
定
住
の
条
件
整
備
を

す
る
こ
と
が
、
よ
り
行
政
の
役
割
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

㈹
私
ど
も
と
し
て
は
、
強
制
す
る
立

場
で
は
な
い
。
町
と
し
て
は
、
お
手

伝
い
す
る
と
い
う
立
場
に
徹
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
お
の
ず
と

限
度
が
あ
る
。

ラσ
今
回
は
、
川
西
町
と
ア
ブ
カ
イ
町

が
中
に
入
っ
て
、
お
ぜ
ん
だ
て
し
た

ヶ
ー
ス
な
の
で
あ
る
。

②
一
七
万
円
の
予
算
は
、
実
証
圃

　
（
ほ
）
設
置
費
で
あ
る
。
別
途
七
五

万
四
千
円
を
特
産
物
開
発
費
に
予
算

措
置
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
四
〇

万
円
は
、
農
協
に
直
接
支
出
し
た
。

農
協
で
は
こ
れ
に
自
己
資
金
二
〇
万

円
と
生
産
者
の
出
資
二
〇
万
円
を
加

え
て
、
総
額
八
○
万
円
を
、
集
出
荷
対

策
や
市
場
調
査
、
特
産
物
の
選
定
や

栽
培
な
ど
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
農
協
の
特
産
物
開
発
事
業
に
五
〇

％
を
、
業
務
委
託
と
し
て
町
も
負
担

し
て
い
る
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
厳
し
い
現
実
の
中
で
、
農
業
者
も

転
作
に
取
り
組
む
姿
勢
を
、
改
め
て

見
直
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

③
当
初
、
農
協
の
単
独
事
業
で
進
め

よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

流
雪
溝
の
早
期
整
備
を
望
む

　
戸
　
田
　
哲
　
次
議
員

　
克
雪
対
策
と
過
疎
防
止
の
た
め
、

流
雪
溝
の
早
期
整
備
を
望
む
。
同
計

画
の
具
体
策
を
伺
い
た
い
。

　
南
　
　
雲
　
町
　
長

　
主
な
課
題
と
し
て
は
、
①
水
源
の

確
保
②
流
末
の
河
川
改
修
③
県
道
を

中
心
に
、
側
溝
の
改
修
④
住
民
の
協

力
体
制
で
あ
る
。

　
特
に
、
水
源
に
つ
い
て
は
、
一
シ

ー
ズ
ン
五
回
流
雪
計
画
で
、
六
三
万

六
千
ト
ン
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
川

西
ダ
ム
ほ
か
既
設
ダ
ム
用
水
の
七
五

万
三
千
ト
ン
を
考
え
て
い
る
。
冬
期

間
水
利
権
許
可
申
請
を
進
め
る
べ
く

準
備
中
で
あ
る
。

　
条
件
の
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
実
施

し
た
い
。

　
流
雪
溝
の
運
営
は
、
相
当
の
経
費

を
要
す
る
。
県
内
の
先
進
地
で
は
、

お
し
な
べ
て
民
間
の
自
主
的
運
営
で

や
っ
て
い
る
。
住
民
総
参
加
の
除
排

雪
作
業
を
通
じ
て
、
地
域
づ
く
り
、

運
動
公
園

清庚
塚
、

中水
そ

進
議
員

一
一

‘
総
事
業
費
一
四
〇
万
一
千
円
の
2
b
、

六
一
二
万
円
を
単
独
県
費
の
補
助
事
業

と
し
て
実
施
す
る
形
に
変
え
た
い
き

さ
つ
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
、
町
費
の
上
乗
せ
を
す
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
や

っ
て
い
な
い
。

　
た
ま
に
は
、
町
の
補
助
が
な
く
て

も
や
れ
る
、
や
ろ
う
と
い
う
仕
事
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
、

私
は
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
建
設
予
定

の
橘
運
動
公
園
に
、
電
話
の
設
置
を
。

　
南
　
　
雲
　
町
　
長

　
現
在
、
屋
外
施
設
に
電
話
を
設
置

す
る
こ
と
は
、
長
期
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
な
い
。

　
庚
塚
球
場
以
外
で
は
、
ダ
ッ
ク
ア

ウ
ト
施
設
が
な
く
、
ボ
ッ
ク
ス
が
必

言
一
3
＝
＝
＝
3
一
一
一
＝
一
一
＝
＝
一
＝
一
一
廓
＝
3
＝
3
＝
菖
一
＝
＝
一
一
＝
一
＝
曹
＝
蝉
＝
竃
一
＝
一
＝
一
3
。
3
3
＝
一
一
＝
費
＝
一
＝

　
教
育
委
員
会
委
員
に

　
高
津
富
士
雄
さ
ん
（
寺
ケ
崎
）
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
に

就
任
以
来
、
四
期
目
と
な
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
足
掛
か
り
と
な
っ
て

い
る
実
情
を
、
町
民
に
も
認
識
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
る
。

橘
地
区
の
流
雪
溝
も
、
こ
の
考
え

方
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
実
施
し
た
い
。

電
話
を

要
に
な
る
。
有
線
で
は
だ
め
な
の
か
。

十
分
な
調
査
が
必
要
だ
。

　
総
合
開
発
計
画
の
改
定
の
中
で
検

討
を
進
め
た
い
。

　
　
　
（
以
上
質
問
順
に
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
鐵
麗
灘
鑓
㏄
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まし

　
　
　
ラ

　
　
　
生

　
　
　
n

　
　
　
臥

　
　
　
2
。

　
　
　
　

　
　
　
治

　
　
　
明

　
　
　
　

　
　
　
”
航

慧
灘

　
　
　
荘

　
　
姫
中

　
　
　
口

　
　
　
野上野上村米作さん（明治3a7．27生）

　生16臥2　治明　んさ砂藤
戴
，

須
・

田原、ヒ野渡辺イトさん（明治3ag．20生）

　
老
表
週
間
燃
九
月
華
五
田
～
蓬
十
一
團
）
に
ち
姦

ん
で
．
町
蓮
県
が
窃
老
辛
五
歳
以
藍
の
七
百
三
輩
五

人
に
、
敬
老
祝
品
を
お
贈
鱒
じ
叢
縷
驚
。

　
な
か
で
も
、
八
十
八
歳
と
九
十
歳
の
霊
帝
爽
に
ぱ
，

九
月
十
五
日
、
町
長
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
手
渡
糧

ま
し
た
。
　
（
写
真
は
八
十
八
歳
の
訪
問
先
）

政治さん（明治3a6．23生）

　
灘
林
灘

　
　
小
㎜

驚
邊
町

　
　
栄

羅
室

三領高橋直治さん（明治321L1生！

新町新田小林トキさん（明治3a7．18生）栄町野上ヤスさん（明治32皿9生）
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（9月1日現在）

氏　名 町内名 屋号 生年月日 年 番付 氏　名 町内名 屋　号 生年月日 年齢

丸山周作 原　田 上方
明治
25．1．27 95 翻 酒井クラ 上　町 小路

明治
26．4．11 94

五十川キン 沖　立 六兵衛 26．11．19 93 大関 阿部トワ 木　島 阿部木工
27．7．21 93

柄澤紋治 〃 栄吉 27．10．10 92 同 若山千蔵 新町
新田

佐左工門
〃10．15 92

小川駒治 岩瀬 治郎左
工　　門

〃10．20 〃 高橋キヤウ 坪　山 文四郎 28．2．10 〃

柳　藤吉 学校町 音　松 28．4．4 〃 同 沢口由蔵
下平新田

沢与 〃　9．25 91

小島クニ 新町新田 橋　場 〃11．18 91 4。 米山広松 学校町 杉原 〃12．6 〃

羽鳥徳三郎 伊　友 又四郎 29．1．10 〃 同 増田文吉 室　島 文蔵 29．2．15 〃

水品トキ 新町
新田

仙　年 〃　5．5 〃 繭 田村チカ 赤　谷 久兵工 〃　5．30 〃

小川國吉 岩　瀬 幸　吉 〃　6．22 〃 2 柄澤壮吉 沖　立 大林 〃　8．28 〃

斎木周作 小脇 勘兵衛 〃　9．28 90 3 小海ソキ 上　野 小清 〃　9．30 90

平野キイ 上　町 平　　野

機械店
〃10．24 〃 4 高橋コノ 学校町 角　屋 〃11．20 〃

村山庄八 高原田 街道端 30．1．23 〃 5 登坂カウ 岩瀬
庄左工門

30．2．10 〃

北村クメ 山野田 くりや 〃　4．10 〃 6 田村ノイ 赤谷 久助 〃　4．19 〃

羽鳥福松 木落 卯之助 〃11．15 89 7 宮　　墓 山野田 朝日屋 〃12．9 89

村山スイ 伊友 治三郎 〃12．16 〃 8 田村重則 鶴　吉 甚助 31．1．8 〃

高橋義弘 高　倉 あめ屋 31．1．25 〃 9 星名チヨ 伊　友 小路 〃　2．5 〃

井川ツユ 新町
新田 東浦 〃　3．7 〃 10 須藤スイ 下原 新宅 〃　4．19 〃

南雲芳野 中央町 常盤屋 ”　5．14 〃 11 星名イマ 伊　友 源蔵 〃　5．30 〃

丸山寅吉 根　深 新　宅 32．2．15 88 12 中村力子 野　口 源左工門
32．5．11 88

須藤トク 原　田 堤　端 〃　5．16 〃 13 小林政治 栄　町 〃　6．23 〃

小林トキ 新町
新田

源　助 〃　7．18 〃 14 上村米作 上　野 若佐屋 〃　7．27 〃

渡辺イト 上　野 智郎佐 〃　9．20 87 15 高橋直治 三領 家持屋 〃11．1 87

野上ヤス 栄　町 久野屋 〃11．9 〃 十両 斎木治作 学校町 粂助 〃11．20 〃

藤巻リセ 下原 三助 〃12．6 〃 2 高橋孫市 高　倉 後 33．2．19 〃

星名ハマ 木島 星名屋 33．3．5 〃 3 若山ミツ 新町
新田

佐左工門
〃　4．1 〃

中条チイ 仁　田 三　助 〃　5．6 〃 4 櫃間セイ 伊　友 吉兵衛 〃　5．9 〃

村山シマ 新町新田 若の屋 〃　5．12 〃 5 宮　ムメ 東善寺 山城屋
ふとん店

〃　5．28 〃

市川トウ 田中町 上 〃　8．13 〃 6 長谷川理久治 大白倉 甚年の
家　　持 〃　8．25 〃

丸山タイ 東善寺 丸　川 〃11．20 86 7 登坂サヨ 岩瀬
太郎工門

〃11．22 86

高橋イセ 伊　友 林蔵 〃11．29 〃 8 星野ムメ 野　口 鍛治 34．1．20 〃

半田源治 室　島 船場 34．2．5 〃 9 高橋忠作 中仙田 重右工門
〃　2．12 〃

須藤イセ 下　原 きそう
え　　ん 〃　2．20 〃 10 中村フヨ 大白倉 清水端 〃　2．20 〃

保坂リカ 大白倉 庄　助 〃　3．12 〃 11 星名徳蔵 沖　立 久右工門
〃　3．16 〃

増田フジ 室　島 五　八 〃　3．16 〃 12 丸山仁平 原　田 花　田 〃　3．22 〃

数藤クラ 沖　立 奥　松 ”　3．25 〃 13 江口初太郎 小白倉 勘七 〃　3．28 〃

高橋トシ 木　島 三吉屋 〃　3．29 〃 14 数藤寅治 沖　立 五郎助 〃　4．3 〃

星名定吉 下平新田 七蔵どん
〃　5．18 〃 15 高橋惣治 室　島 四郎

兵工
〃　6．5 〃

上村サダ 上　野 初野屋 〃　6．9 〃 16 高橋タヵ 三　領 横　町 〃　6．25 〃

小柳アヤ 元　町 嘉五郎 〃　7．19 〃 17

　、讐鷺馳
　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　ロ　　ロ　　　　　　　　・　　　懸

　　　　　　　’　　　　　　　■　　　　　■　　　　　一　　　　　　，　　　　［　　　P
　難麟難

学校町斎木治作さん（明治3a1L20生）

　　　，羅…騨

　騰鰍　
霧

　　轍　
独

　　　　　　　　　　　　　ii
　餐　1　　　　　　　・、　．　　菱

灘
、

　　　　　　　　　ロハ　　　　　　　お
下原藤巻リセさん（明治3a126生）

高倉高橋孫市さん（明治3麗．19生）

木島星名ハマさん（明治333．5生）
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、
越

．
蕪

鐡
　

．
、
鷺

．
鍵

「これが祭り」明るい顔が全員集合（大白倉）

？

覧
、

　
九
月
一
日
、
大
白
倉
部
落
始
ま
っ

て
以
来
の
「
み
こ
し
」
が
ム
ラ
じ
ゅ

う
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
の
十
二
神
社
の
祭
り
は
、
昔
か

ら
続
い
て
い
る
も
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
い
ま
ま
で
は
、
神
社
に
通
ず
る
参

道
沿
い
に
ぼ
ん
ぼ
り
が
立
ち
並
ぶ
程

度
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
催
し
も
な
く

い
た
っ
て
静
か
な
祭
り
で
し
た
。

　
そ
れ
を
今
春
、
沈
滞
し
て
い
る
ム

ラ
の
活
気
を
な
ん
と
か
取
り
戻
そ
う

になって（大白倉）

じ
ゃ
な
い
か
と
、
ム
ラ
の
若
い
人
た

ち
十
人
が
集
ま
り
、
　
「
銀
杏
（
い
ち

ょ
う
）
の
会
」
を
作
り
ま
し
た
。

　
こ
の
会
で
は
、
祝
事
に
歌
う
天
神

ば
や
し
の
文
句
が
、
年
寄
り
と
中
年
、

若
い
人
と
ち
ょ
っ
と
ず
つ
違
う
こ
と

に
気
付
き
、
な
ん
と
か
一
本
に
で
き

な
い
か
。
ム
ラ
に
数
あ
る
観
音
様
は
、

ど
う
い
う
い
わ
れ
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
な
ど
、
自
分
の
ム
ラ
を
見
つ
め
る

こ
と
を
真
剣
に
や
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
か
ら
、
今
回
の
「
俵
み

こ
し
」
と
「
た
る
み
こ
し
」
を
作
っ

て
、
み
ん
な
で
担
ご
う
と
い
う
話
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
ム
ラ
の
人
口
九
十
二
人
、
世
帯
は

二
十
七
軒
、
何
を
す
る
に
も
「
い
ま

さ
ら
そ
ん
な
こ
と
…
」
と
い
っ
た

話
が
先
行
し
ま
し
た
。

　
同
会
会
長
の
中
村
庄
平
さ
ん
は
、

「
こ
の
み
こ
し
を
作
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
か
な
り
の
抵
抗
が
あ
り
ま
し

購
灘
膿
　
ほ
た
。
だ
け
ど
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら

　
　
　
　
　
．
b
や
ろ
う
。
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
も
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
ロ
き

　
　
　
纏
め
嬉
雛
賄
蝿

　
　
　
　
響
老
全
員
が
“
は
っ
ぴ
”
を
新
調
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
ま
し
た
。
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7ツヨ　
　
　
、
俺

九
月
十
五
日
敬
老
の
日
、
真
夏
に昔ながらのかまども集合（中仙田）

戻
っ
た
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
中
仙
田

渋
海
社
の
境
内
に
は
、
夜
の
芸
能
祭

に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
な
ん
と
、
こ
れ
か
ら
モ
チ
を
二
十

五
う
す
つ
く
の
だ
そ
う
で
、
七
斗
五

升
（
約
二
ニ
キ
ロ
）
の
モ
チ
米
を

お
母
さ
ん
方
が
三
段
セ
イ
ロ
で
ふ
か

し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
十
五
夜
祭
り
は
、
七
年
前
に

「
明
る
い
村
づ
く
り
運
動
」
の
行
事

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
い
ま
ま
で
に
あ

っ
た
祭
り
に
プ
ラ
ス
、
部
落
の
全
員

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
、
子
供
た

ち
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
作
っ
た

「
子
供
み
こ
し
」
、
盛
大
に
す
す
め

る
「
も
ち
つ
き
」
、
夜
中
ま
で
続
く

「
ほ
の
ぼ
の
芸
能
祭
」
な
ど
を
や
っ

て
い
ま
す
。

　
あ
る
若
い
人
は
「
芸
能
祭
に
参
加

す
る
た
め
に
、
稲
刈
り
も
あ
る
け
ど

二
週
間
も
前
か
ら
、
仲
間
と
毎
晩
遅

く
ま
で
練
習
し
ま
し
た
。
か
な
り
酒

も
飲
ん
だ
け
ど
、
こ
う
や
る
こ
と
が

祭
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
…
」
と
い

っ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
の
二
十
五
う
す
の
モ
チ
は
、
四

百
パ
ッ
ク
の
あ
ん
こ
、
き
な
粉
モ
チ

に
し
て
、
夜
の
芸
能
祭
に
来
た
人
に

配
ら
れ
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
祭
り
を
、
自
分
た
ち

の
熱
意
と
参
加
す
る
こ
と
で
盛
り
上

げ
て
い
る
、
明
る
い
祭
り
で
し
た
。

千
手
祭
り
は
九
月
一
日
（
火
）
～

二
日
（
水
）
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ

撲．
相納奉社

祭
り
だ
と
い
う
観
念
が
薄
ら
ぐ
原
因

神
で
も
あ
る
。

手千の統伝
　
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
祭
り
は
ム
ラ
起

2
し
の
原
点
で
あ
り
、
活
性
化
に
つ
な

9
が
る
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り

　
　
ま
す
。

　
　
　
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
気
持
よ
く

　
　
参
加
し
、
楽
し
め
る
祭
り
で
な
け
れ

　
　
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
祭
り
に
関

　
　
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

の
反
省
の
中
で
、
い
く
つ
か
の
ご
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
　
子
供
た
ち
の
夏
休
み
中

に
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
。
会
社
も
休

み
に
な
る
十
日
町
祭
り
の
八
月
二
十

五
日
～
二
十
七
日
だ
と
一
緒
に
休
め

る
か
ら
好
都
合
だ
。

そ
の
二
　
勤
め
て
い
る
人
が
多
い

の
で
、
日
を
特
定
せ
ず
、
×
月
の
第

×
土
．
日
曜
日
と
す
れ
ば
よ
い
。

そ
の
三
　
出
雲
大
社
と
か
、
な
ん

と
か
本
部
と
の
関
係
で
、
日
を
変
え

ら
れ
な
い
な
ど
と
い
う
の
な
ら
、
来

年
か
ら
私
た
ち
の
町
内
だ
け
で
、
別

個
に
や
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
四
各
戸
で
出
し
た
寄
付
金

が
、
ど
こ
で
処
理
さ
れ
て
い
る
か
も

不
明
だ
。
そ
の
こ
と
が
自
分
た
ち
の
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慨、

いした国際結婚

町長室を訪れた花嫁さん（S62．10．2）

　フィリピン共和国日本
　人　口　　6，000万人　1億2，000万人
　総面積　30万㎞f　　37万8千㎞f

　言語ピリピーノ日本語
　　　英　　語

1　　　　スペイン語

i首都マニラ東　京
　
昭
和
六
十
一
年
、
教
幽
旦
安
員
会
事
務
局
に
、
家
庭
相
談
係
を

新
設
し
ま
し
た
。
行
政
で
は
直
接
手
を
触
れ
な
か
っ
た
「
結
婚

問
題
」
を
正
式
に
取
り
h
げ
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
町
に
は
、
結
婚
適
齢
期
を
過
ぎ
た
独
身
の
男
性
お
よ
そ
三
百

人
、
女
性
お
よ
そ
百
人
は
い
る
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ

の
人
た
ち
の
中
か
ら
「
結
婚
は
自
分
た
ち
の
問
題
だ
」
と
し
て
、

昨
秋
「
志
向
会
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
り
、
行
政
が
「
結
婚
問
題
」
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
山
形
県
朝
日
町
を
視
察
、
国
際
結
婚
の
状
況
を
見
て

来
ま
し
た
。
一
方
で
、
志
向
会
の
会
員
は
、
各
地
で
開
か
れ
る

「
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
に
も
進
ん
で
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
八
，
年
の
三
月
ご
ろ
、
会
員
の
中
か
ら
国
際
結
婚

を
希
望
す
る
声
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
以
来
、
町
で
は
近
隣
市
町

村
の
国
際
結
婚
説
明
会
に
出
た
り
、
先
進
町
か
ら
講
師
を
招
い

て
、
講
演
会
を
開
い
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
八
月
下
旬
、
国
際
結
婚
を
希
望
す
る
青

年
た
ち
三
人
と
一
緒
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
ま
で
町
職
員
二
人
を
派

遣
し
ま
し
た
。
町
で
は
こ
の
た
め
に
、
職
員
旅
費
お
よ
そ
百
三

十
万
円
を
予
算
計
L
し
ま
し
た
。

ラ
ブ
コ
ー
ル
か
ら
結
婚
式
ま
で

①
結
婚
を
希
望
す
る
青
年
た
ち
は
、
現
地
に
行
く
数
週
問
前
に

履
歴
書
や
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ン
ヶ
ー
ト
資
料
を
、
結
婚
仲
介
機

関
百
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
両
国
に
事
務
所
あ
り
）
に
提
出
す
る
。

そ
の
機
関
の
現
地
の
事
務
所
は
、
す
で
に
登
録
し
て
い
る
女
性

の
中
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
希
望
者
を
選
ん
で
お
く
。
登
録
で
き

る
女
性
は
、
身
元
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
。
渡
航
歴
が
な

い
人
。
学
歴
は
高
卒
以
上
。
男
性
一
人
に
対
し
て
、
女
性
数
人

が
希
望
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

②
現
地
に
着
く
と
早
速
、
仲
介
機
関
と
見
合
い
方
法
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
八
・
回
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
女
性
一
人
、
通
訳
一

人
、
と
い
う
形
で
見
合
い
を
し
た
。
見
合
い
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で

夕
食
を
か
ね
た
パ
ー
テ
ィ
ー
方
式
で
す
す
め
ら
れ
、
通
訳
を
交

え
て
両
者
の
意
向
を
確
か
め
た
。

③
見
合
い
が
成
立
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
、
次
の
日
、
家
族
に
求
婚

と
あ
い
さ
つ
の
た
め
、
家
庭
を
訪
問
。
ど
こ
の
家
庭
も
家
族
が

多
く
て
、
祝
福
に
大
勢
が
集
ま
っ
て
来
た
。
娘
を
遠
い
日
本
に

嫁
が
せ
る
親
の
気
持
は
、
日
本
の
母
親
と
全
く
同
じ
で
、
生
活

の
違
い
や
、
言
葉
の
こ
と
な
ど
を
心
配
し
て
い
た
。

④
結
姻
許
可
申
請
に
、
カ
ッ
プ
ル
で
ア
ブ
カ
イ
町
役
場
へ
行
く
。

八
，
回
は
、
南
雲
町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
参
し
た
の
で
、
ア
ブ

カ
イ
町
長
に
表
敬
訪
間
を
し
た
。

⑤
三
組
合
同
の
婚
約
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
ア
ブ
カ
イ
市
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か
れ
た
。
女
性
側
は
一
家
族
二
十
人
程
度
出

席
し
、
盛
大
に
開
か
れ
た
。
こ
の
時
に
、
婚
約
指
輪
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
。

⑥
婚
約
パ
ー
テ
ィ
ー
が
終
わ
っ
た
次
の
日
、
本
来
は
、
二
日
間

の
予
定
で
二
人
だ
け
の
デ
ー
ト
や
買
物
を
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

現
地
が
内
乱
の
た
め
、
マ
ニ
ラ
市
内
で
一
日
だ
け
と
な
っ
た
。

⑦
い
よ
い
よ
彼
女
が
「
日
本
の
花
嫁
さ
ん
」
と
な
る
こ
と
も
決

定
し
、
日
本
に
渡
る
手
続
き
と
な
っ
た
。
飛
行
機
の
手
配
、
大

使
館
へ
「
婚
姻
同
伴
ビ
ザ
」
の
申
請
を
し
た
。

⑧
日
本
に
渡
る
手
続
き
も
終
了
。
結
婚
式
の
準
備
な
ど
の
打
ち

合
わ
せ
を
し
た
。

⑨
九
月
二
十
八
日
、
現
地
で
の
結
婚
式
に
は
、
彼
女
の
家
族
、

親
せ
き
、
現
地
の
町
長
。
町
か
ら
は
南
雲
町
長
、
職
員
二
人
が

出
席
し
た
。同

行
し
た
町
職
員
の
感
じ
た
こ
と

☆
　
現
地
で
は
「
職
場
」
が
少
な
い
。
男
性
も
い
る
こ
と
は
い

　
る
が
、
就
職
し
て
い
な
い
人
が
多
く
、
生
活
能
力
が
な
い
た

　
め
、
結
婚
も
で
き
な
い
状
態
。

☆
　
女
性
の
高
学
歴
が
目
立
つ
。

☆
　
日
本
に
嫁
ぐ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
希
望
し

　
て
い
る
。
ま
た
家
族
も
賛
成
し
て
い
る
。

☆
　
日
本
に
対
し
て
「
あ
こ
が
れ
」
を
強
く
も
っ
て
い
て
、
日

　
本
の
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。

☆
　
国
境
を
越
え
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
深
刻
に
考
え
て
い
な
い
。

☆
　
外
国
人
と
結
婚
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
人
が
こ
だ
わ
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結婚おめでとう
●

町がお手伝

饗

D．

騎
駒
髄
瀕
髄
髄
』
■
驕
胸
』
■
”
髄
髄
鱒
餉
騙
麗
【
騎
髄
隔
髄
餉
』
隔
騙
餉
巨

避

⑭
マニラ（首都）

4
ら
．
一
㌦
亀

6
蕊糠博

結婚式を挙げたアブカイ教会

選
手
宣
誓
を
す
る
江
口
敏
也
君

　
　
　
　
　
（
白
倉
小
六
年
）

小グランド繍

②丸山美雪（千手）
駐）

山正志（同）③中村

聡美（千手）③滋

隆（同）　高橋俊

山田）②上村沙織

ノレソン島

将和（千手）③山

窃
アブカイ

蹄
　　Q

　
り
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
父
母
、

　
家
族
、
親
せ
き
の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
の
人
種
が
い
る
。

☆
花
嫁
さ
ん
を
も
ら
う
青
年
は
、
結
婚
が
決
ま
っ
た
こ
と
で

　
一
日
ご
と
に
変
わ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
花
嫁
さ
ん
と

　
い
う
不
安
は
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
期
待
感
の

　
方
が
大
き
い
の
で
は
…
…
。

☆
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
性
は
本
当
に
明
る
い
。
日
本
の
青
年
も

　
一
緒
に
い
れ
ば
マ
不
ク
ラ
」
か
ら
「
ネ
ア
ヵ
」
に
な
る
の
で

　
は
な
い
か
。

☆
言
葉
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
の
会
話
は
全
く
だ
め
。
英
語

　
の
会
話
は
可
能
で
、
ロ
ー
マ
字
の
読
み
書
き
は
で
き
る
が
、

　
日
本
語
の
意
昧
は
分
ら
な
い
。

☆
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
雨
季
と
乾
季
し
か
な
い
。
気
温
は
一
年

　
じ
ゅ
う
二
十
六
度
く
ら
い
で
、
湿
気
が
高
い
。
寒
さ
の
体
験

　
が
な
い
の
が
心
配
。

☆
　
町
や
地
域
の
人
た
ち
は
、
外
国
人
だ
と
い
う
偏
見
を
持
た

　
ず
、
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
て
ほ
し
い
。

晒
1

●
髭
巨
鱒
縫
鱒
巨
霞
鯵
露
鰹
酵
縫
騎
髄
匹
麟
髄
匹
騒
巨
臼
縫
藪
難
鷺
鱒
擁
巨
鯵
縫
騎

智恵子（上野）③

一（仙田）③星名

②田辺紀子（千

昌子（仙田）③関

②春日敏明（同）

武幸（同）③田村

　関口、田口（優）

丑辺、丸山（真））

：山）

山、大塚）②仙田

橋（覚））③千手B

野沢）②千手A
1、高沢、若山、

鴇、大海）②上野（清

寄、船山、岡崎、関口）

②渡辺春美（上野）

樹（仙田）③角谷

恵（上野）滋野文

俊博（千手）③南

②丸山美雪（千手）

己（千手）③若山真

明子（仙田）③山

英紀（橘）③若山

藤
㎜
灘
　
灘
　
　
聯
　
　
朧
細
　
　
箋
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r交通安全旗」各市町村をリレー

県内交通死亡事故最高に

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
つ

と
し
て
、
県
か
ら
「
交
通
安
全
旗
」

が
、
各
市
町
村
に
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し

た
。

　
九
月
二
十
一
日
県
庁
を
出
発
し
、

同
月
三
十
日
ま
で
十
日
間
の
日
程
で

県
囚
全
市
町
村
を
回
り
ま
し
た
。

　
当
町
に
は
、
小
千
谷
市
か
ら
小
国

町
を
経
て
、
二
十
四
日
午
前
九
時
三

十
分
に
役
場
前
へ
到
着
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
旗
を
受

け
る
滋
野
副
議
長

町
長
、
議
長
は
じ
め
、
関
係
機
関
の

出
迎
え
を
受
け
、
同
旗
が
小
国
町
か

ら
当
町
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
翌
二
十
五
日
に
は
、
十
日

町
市
へ
送
り
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
里
村
か
ら
津
南
町
へ

送
ら
れ
、
三
十
日
に
は
、
再
び
県
庁

へ
送
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
囚
の
死
亡
交
通
事
故
は
、
五
月

下
旬
以
降
急
増
し
て
い
ま
す
。
県
警

　
が
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月

　
　
二
十
日
ま
で
一
か
月
間
の
交
通

　
事
故
発
生
状
況
を
、
過
去
十
年

　
間
に
わ
た
っ
て
ま
と
め
た
結
果

　
　
（
別
表
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
発
生
件
数
、

　
死
者
数
、
傷
者
数
と
も
過
去
十

　
年
間
の
最
高
を
記
録
し
て
い
ま

　
す
。
特
に
、
死
者
数
は
前
年
の

　
　
二
・
二
六
倍
と
大
幅
な
増
加
と

　
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
調

　
警

　
県

　
　

　
況

　
状

　
生

　
発

　
故

　　　区
年　　分
別

発生件数 死者数 傷者数

53 890 20 1，160
54 847 23 1，048
55 866 32 1，046
56 813 33 971
57 758 21 980
58 849 24 1，035
59 947 17 1，173
60 1，139 22 1，371
61 1，164 15 1，452
62 1，236 34 1，473

　
　
交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら

　
　
　
　
　
す
ぐ
国
保
係
へ

　
　
　
届
け
出
て
く
だ
さ
い

　
　
ー
安
易
な
示
談
は
気
を
つ
け
て
ー

　
交
通
事
故
の
治
療
費
は
、
加
害
者
　
　
き
な
ど
で
遅
れ
る
と
き
は
、
い
っ
た

か
ら
支
払
っ
て
も
ら
う
の
が
原
則
で
　
　
ん
国
保
で
給
付
し
ま
す
。
し
か
し
、

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
時
的
な
立
て
替

　
た
だ
、
加
害
者
の
損
害
賠
償
手
続
　
　
え
で
す
か
ら
、
国
保
を
使
う
と
き
は

必
ず
国
保
係
へ
届
け
出
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
示
談
書
に
、
治
療
費
は
「
国
保
を

使
っ
て
済
ま
せ
る
」
と
い
う
よ
う
な

内
容
を
盛
り
こ
む
と
、
以
後
は
、
加

害
者
に
治
療
費
の
請
求
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
安
易
な

示
談
は
、
町
の
国
保
が
損
失
す
る
だ

け
で
な
く
、
被
害
者
自
身
も
、
思
い

が
け
な
い
負
担
を
こ
う
む
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
示
談
を
結
ぶ
前
に
、
国
保
係
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
お
力
に
な
り
ま
す
。

7．21～8．20の交通事

新潟県交通安全

シルバーマーク

決　定

雛

震
　
　
　
耀

囎

馨

　
　
　
　

　
　
き
　
　

。
難
難
嚢
、
・

雛
　
　
鍵
鶏
．

毒
伽

愛車にこのマークを！

（両片は緑で中央はシルバー）
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　　魚は理想的な鴨栄養食”
　
実
り
の
秋
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
味
覚
が
食

卓
に
並
べ
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
「
あ

れ
も
食
べ
た
い
」
「
こ
れ
も
お
い
し
そ
う
」
と

食
欲
を
そ
そ
ら
れ
る
の
も
￥
秋
な
ら
で
は
の

“
と
き
め
き
”
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
￥
こ
の
時
期
の
お
い
し
い
食
べ

物
の
ひ
と
つ
に
魚
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
サ
ケ
、

サ
ン
マ
￥
サ
バ
．
カ
レ
イ
な
ど
多
く
の
旬
の

魚
が
わ
た
し
た
ち
の
食
卓
を
か
ざ
り
ま
す
。

　
十
月
は
「
魚
食
普
及
月
間
」
で
す
。
健
康

に
い
い
と
い
わ
れ
る
魚
の
栄
養
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

｛
、

を

…
　
日
本
型
食
生
活
に
　
　
　
　
㎜

㎜
　
　
欠
か
せ
な
い
魚
料
理
　
　
㎜

　
”
日
本
型
食
生
活
”
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
魚

介
類
、
米
、
大
豆
、
野
菜
な
ど
を
主

に
し
た
食
事
形
態
の
こ
と
で
す
。
「
な

あ
～
ん
だ
、
い
つ
も
食
べ
て
い
る
や

つ
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
日
本
型
食

生
活
が
こ
こ
数
年
、
世
界
中
か
ら
「
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
理
想
的
な
食

事
パ
タ
ー
ン
」
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
人
の
食
生
活
は
、
脂
質

の
摂
取
量
が
日
本
人
の
三
倍
。
食
事

が
肉
や
乳
製
品
に
偏
り
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
脳
率
中
な
ど
成
人
病
の
対

策
に
悩
ま
さ
れ
て
き
よ
し
た
。
そ
こ

で
、
食
事
改
善
目
標
を
つ
く
っ
た
と

《
タ
ン
パ
ク
質
》

　
筋
原
繊
維
タ
ン
。
ハ
ク
質
が
多
い
た

め
、
体
内
で
の
タ
ン
。
ハ
ク
質
の
消
化

は
肉
よ
り
も
優
れ
て
い
ま
す
。

《
脂
肪
酸
》

　
魚
の
油
に
は
、
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ

エ
ン
酸
（
E
P
A
）
や
ド
コ
サ
ヘ
キ

サ
エ
ン
酸
（
D
H
A
）
な
ど
多
く
の

脂
肪
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
血
栓
予
防
の
働
き
が
あ
り
、
動

脈
硬
化
や
心
筋
梗
塞
、
脳
率
中
の
発

生
を
少
な
く
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
カ
ル
シ
ウ
ム
》

　
煮
干
し
十
五
グ
ラ
ム
（
軽
く
一
握

り
）
を
食
べ
る
こ
と
は
、
牛
乳
一
本

分
（
二
〇
〇
㏄
）
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を

と
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。

《
鉄
分
》

　
女
性
に
多
い
貧
血
で
す
が
、
主
な

原
因
は
鉄
分
の
不
足
。
魚
に
含
ま
れ

る
鉄
分
の
体
へ
の
吸
収
率
は
、
野
菜

に
比
べ
七
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
効
率
的
に
鉄
分
が
補
給
で

き
る
食
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

《
タ
ウ
リ
ン
》

　
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
す
。
血
中
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
脳
の
中
枢
に

働
き
、
血
圧
を
正
常
に
保
つ
”
血
圧

調
整
作
用
”
も
あ
り
ま
す
。

　
毎
目
の
食
事
で

　
　
　
成
人
病
の
予
防
を

　
日
本
人
の
食
生
活
が
、
世
界
で
見

直
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
限

り
で
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
逆
に

こ
ろ
、
魚
介
類
と
穀
物
類
を
主
に
し

た
日
本
人
の
食
生
活
に
近
い
デ
ー
タ

が
で
ま
し
た
。

　
以
来
、
ア
メ
リ
カ
は
も
と
よ
り
、

世
界
中
で
日
本
食
が
ブ
ー
ム
に
な
り

ま
し
た
。
な
か
で
も
魚
料
理
は
、
栄

養
面
で
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
人
病
予
防
に
は
理
想
的
な
食
品
と

い
う
わ
け
で
す
。
で
は
魚
の
栄
養
に

ど
ん
な
特
長
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＝管、軌・

・o）
　
戸　

　
　
＼
ド

ノ
笛
、
）

イP

食
生
活
が
欧
米
化
の
傾
向
に
あ
り
、

成
八
病
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
子
供
た
ち

の
中
に
も
肥
満
、
骨
折
な
ど
の
ほ
か
、

高
血
圧
や
高
脂
血
症
な
ど
成
人
病
を

疑
わ
せ
る
症
状
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。　

従
来
の
「
魚
＋
野
菜
＋
米
・
豆
」

を
基
本
と
し
た
日
本
型
食
生
活
を
も

う
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
成

人
病
に
な
っ
て
か
ら
薬
で
直
す
よ
り
、

毎
日
の
食
生
活
で
健
康
を
保
つ
工
夫

を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
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　上
　野
　に
　泊
嘉ま

金つ
　た
子衝1
幸鍵弩

作隊

薩
軍
方
は
ま
だ
来
な
い

　
星
名
四
郎
家
の
膨
大
な
文
書
の
中

に
、
会
津
戦
争
の
前
後
を
記
録
し
た

貴
重
な
史
料
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
「
薩
へ
さ

つ
）
軍
方
歩
兵
組
宿
泊
の
覚
」
を
、

愛
子
夫
人
の
ご
厚
意
で
拝
見
で
き
た

の
は
、
町
史
の
編
さ
ん
が
始
ま
っ
て

ま
も
な
い
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
二

十
八
日
（
現
在
の
五
月
二
十
日
）
、

薩
軍
方
歩
兵
組
が
大
挙
し
て
上
野
に

進
入
し
た
。
星
名
家
を
中
心
に
宿
陣

し
、
上
野
、
祖
師
の
両
村
が
、
兵
士

た
ち
の
応
接
や
賄
い
に
、
て
ん
て
こ

舞
い
し
た
と
き
の
記
録
で
あ
る
。
閏

（
う
る
う
）
四
月
二
十
三
日
（
現
在

の
六
月
十
三
日
）
、
新
政
府
軍
の
大

部
隊
が
千
手
に
来
攻
す
る
一
ヵ
月
ほ

ど
前
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
記
録
を
、
　
「
川
西
町
史
」
資

料
編
の
下
巻
二
十
八
ぺ
ー
ジ
に
な
ん

の
抵
抗
も
な
く
掲
載
し
た
。
北
陸
道

の
鎮
撫
（
ち
ん
ぶ
）
軍
二
五
〇
人
が
、

一
月
に
京
都
を
進
発
し
て
越
後
に
向

か
っ
て
い
た
。
薩
軍
方
の
歩
兵
組
が

四
月
に
川
西
へ
入
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

陸
を
薩
と
読
み
違
い

と
こ
ろ
が
、
ど
の
文
献
に
目
を
と

お
し
て
も
、
こ
の
こ
ろ
薩
摩
の
軍
隊

が
越
後
に
来
攻
し
た
事
実
が
な
く
、

村
々
の
庄
屋
御
用
留
に
も
そ
の
記
載

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
星
名
家
の

文
書
を
再
度
見
せ
て
い
た
だ
き
、
大

変
な
誤
読
を
し
て
い
た
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。

　
そ
れ
は
、
町
史
資
料
編
が
す
で
に

製
本
の
段
階
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、

訂
正
も
で
き
な
い
ま
ま
発
刊
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
深
く
お

わ
び
す
る
し
か
な
い
。

　
星
名
家
の
当
主
が
「
陸
軍
方
」
と

書
か
れ
た
の
を
、
筆
者
の
先
入
観
か

ら
「
薩
軍
方
」
と
読
ん
で
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
　
「
陸
軍
方
」
と
な
れ
ば

新
政
府
軍
で
な
く
て
旧
幕
府
軍
を
指

し
、
こ
の
歩
兵
組
は
、
ま
さ
し
く
衝

鋒
隊
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
編
集
部
注
衝
鐸
隊
“
旧
幕
臣
や

　
　
幕
府
恩
顧
の
士
、
そ
れ
に
各
藩

　
　
の
脱
藩
者
な
ど
で
編
成
さ
れ
た

　
　
部
隊

　
飯
山
・
高
田
藩
の
背
信

　
徳
川
家
恩
顧
の
士
を
中
心
に
編
成

さ
れ
た
衝
鋒
隊
は
、
四
月
一
日
に
越

後
へ
入
っ
て
い
る
。
幕
府
の
再
興
を

願
い
な
が
ら
、
同
月
十
九
日
に
は
譜

代
の
高
田
城
下
を
進
ん
だ
。
以
後
は

新
井
を
経
て
飯
山
城
に
入
り
、
日
和

見
的
な
重
臣
た
ち
に
徳
川
家
へ
の
忠

誠
を
誓
わ
せ
て
い
る
。
二
十
四
日
夜

に
尾
張
・
松
代
の
連
合
軍
と
衝
突
し

た
。
二
十
五
日
に
は
、
同
志
の
は
ず

の
飯
山
藩
に
裏
切
ら
れ
て
城
内
か
ら

発
砲
さ
れ
、
千
曲
川
を
は
さ
ん
で
交

戦
し
た
。

　
翌
二
十
六
日
、
敗
れ
て
川
浦
に
退

く
衝
鋒
隊
を
、
昧
方
と
ば
か
り
信
じ

て
い
た
高
田
藩
が
、
後
方
か
ら
砲
撃

し
た
。
衝
鋒
隊
は
、
飯
山
藩
と
高
田

藩
の
背
信
を
怒
り
な
が
ら
、
安
塚
、

松
之
山
を
敗
走
し
て
川
西
町
に
向
か

い
、
二
十
七
日
に
は
主
力
が
松
代
に

宿
陣
し
た
。

　
二
十
八
日
は
、
朝
か
ら
名
ケ
山
の

薬
師
街
道
を
越
え
て
吉
田
・
千
手
地

内
に
入
っ
た
。
そ
の
一
隊
が
山
谷
に
、

本
隊
は
上
野
に
、
御
先
手
組
が
仁
田

に
そ
れ
ぞ
れ
宿
を
と
っ
て
い
る
。

　
衝
鐸
隊
の
敗
走

　
高
田
城
下
を
進
軍
し
た
と
き
の
衝

鋒
隊
は
、
総
勢
五
七
〇
人
を
数
え
た

が
、
二
十
九
日
の
朝
早
く
小
千
谷
に

集
結
し
た
と
き
は
、
四
二
〇
人
に
減

っ
て
い
た
。
わ
ず
か
十
日
の
間
に
、

戦
死
ま
た
は
行
方
の
知
れ
な
く
な
っ

た
兵
士
が
、
一
五
〇
人
に
も
及
ん
で

い
る
。

　
霜
条
の
清
竜
寺
へ
か
け
こ
み
、
僧

侶
に
な
り
た
い
と
懇
願
し
た
逃
亡
兵

も
あ
っ
た
。
松
代
か
ら
渋
海
川
に
沿

い
、
仙
田
を
抜
け
て
真
人
へ
出
た
小

隊
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歩
兵
組
が
態

勢
を
整
え
、
芋
坂
、
雪
峠
で
新
政
府

軍
と
対
峙
（
た
い
じ
）
し
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

総
大
将
は
今
井
信
郎

　
星
名
家
の
当
主
は
、
上
野
に
宿
陣

し
た
歩
兵
組
の
総
大
将
を
、
今
井
信

郎
（
い
ま
い
の
ぶ
お
）
と
記
し
て
い

る
。
こ
の
人
物
が
ど
こ
の
だ
れ
で
あ

っ
た
か
、
そ
れ
が
知
り
た
く
て
調
べ

た
ら
次
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
今
井
は
、
微
禄
で
身
分
の
低
い
幕

臣
の
子
に
生
ま
れ
て
い
る
。
動
乱
の

時
世
に
徳
川
家
再
興
の
念
や
み
が
た

く
、
幕
府
の
京
都
見
廻
組
に
入
り
、

佐
々
木
唯
三
郎
の
部
下
と
な
っ
て
暗

躍
し
た
。
慶
応
四
年
三
月
に
江
戸
で

衝
鋒
隊
が
編
成
さ
れ
る
と
、
連
隊
差

図
役
頭
取
古
屋
作
左
エ
門
の
も
と
で

副
隊
長
に
抜
て
き
さ
れ
た
。
　
一
か
月

後
に
歩
兵
組
の
総
大
将
と
な
っ
て
、

上
野
へ
来
た
と
き
は
二
十
八
歳
で
あ

っ
た
。

　
芋
坂
・
雪
峠
の
戦
い
で
は
、
会
津

藩
の
佐
川
官
兵
衛
ら
と
共
に
戦
っ
た

が
、
敗
れ
て
か
ら
は
桑
名
藩
兵
と
も

貴
重
な
史
料
が
遺
さ
れ
て
い
る

　
　
　
上
野
　
星
名
邸

合
流
し
て
長
岡
藩
を
応
援
し
た
。
六

十
里
を
越
え
て
会
津
へ
落
ち
る
と
、

鶴
ケ
城
の
攻
防
で
よ
く
戦
い
、
落
城

後
は
仙
台
へ
逃
れ
た
。
榎
本
武
揚
の

傘
下
に
入
り
、
函
館
の
五
稜
郭
に
こ

も
っ
て
新
政
府
軍
を
迎
え
撃
ち
、
古

屋
作
左
エ
門
の
戦
死
後
は
、
衝
鋒
隊

総
督
と
な
っ
て
奮
戦
し
て
い
る
。

坂
本
竜
馬
を
き
っ
た
男

　
五
稜
郭
が
落
ち
る
と
、
今
井
は
捕

え
ら
れ
て
江
戸
に
送
ら
れ
、
獄
に
つ

な
が
れ
た
。
き
び
し
く
取
り
調
べ
ら

れ
て
い
る
う
ち
に
、
一
年
前
の
十
一

月
十
五
日
（
現
在
の
十
二
月
十
一
日
）

戌
（
い
ぬ
）
の
刻
（
午
前
八
時
す
ぎ
）

京
都
は
河
原
町
通
り
近
江
屋
の
二
階

で
、
土
砂
の
坂
本
竜
馬
と
中
岡
慎
太

郎
を
暗
殺
し
た
こ
と
を
自
白
し
た
。

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
今
井
は
、
竜

馬
を
襲
っ
た
七
人
組
の
一
人
で
あ
っ

た
。
二
階
で
竜
馬
が
暗
殺
さ
れ
る
と

き
、
階
下
で
見
張
り
役
を
つ
と
め
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
今
井
の
自
白
で

「
犯
人
は
新
選
組
」
と
い
う
お
お
か
た

の
定
説
は
覆
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
後
年
、
維
新
政
府
に
罪
を
許
さ
れ

た
今
井
は
、
静
岡
県
で
開
墾
に
つ
と

め
、
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。
明
治
二

十
八
年
に
榛
原
（
は
ん
ば
ら
）
郡
農

会
長
、
同
三
十
九
年
に
初
倉
（
は
つ

く
ら
）
村
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、

大
正
九
年
八
十
歳
で
他
界
し
た
。

　
今
井
の
孫
に
当
た
る
今
井
幸
彦
が

昭
和
四
十
六
年
に
「
坂
本
竜
馬
を
斬

っ
た
男
」
を
発
刊
し
て
い
る
。
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の人採

◎受験資格

　32年4月2日以後生まれで、保健婦有

資格者（63年3月31日までに資格取得見

込みを含む）

◎試験の日時と場所
　○試験日時

　　11月13日（金）午前10時から

　○試験会場

　　川西町総合センター

　○方　法

　　面接試験

63年4月1日◎採用日

◎受験手続き
　○申込書の請求先　役場総務課庶務係

　○申込書の提出　受験申込書に所要事

　項を記入、押印し、写真（縦4cm×

　横3cm）をはって、役場庶務係へ提

1通

　
　
　
し

　
　
　
写

類
　
　
の

書
　
　
状
通

る
　
　
許
1

す
通
免

付
1
格
書

添
　
　
資
断

に
書
婦
診

書
歴
健
康

込
履
保
健

○

詳細は、総務課庶務係へお問い合わせ

ください。

　　　　費68－3111

　　　　有線2133

け
4》

‘ナ

㌧、

き
ぞ
’」》

る

書

さ
ノ
ん

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た

子
供
時

　
い
つ
も
広
報
か
わ
に
し
を
お
送
り

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
実
り
の
秋
を
迎
え
て
、
故
郷
の

皆
様
も
多
忙
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
子
供
の
こ
ろ
は
、
今
の
よ
う

発看

に

感

謝

川
崎
市
　
田
　
中

モ
　
ト
さ
ん

　
（
坪
山
出
身
）

に
機
械
化
さ
れ
て
な
く
、
日
曜
日
な

ど
は
、
家
族
総
出
で
稲
刈
り
に
出
か

け
た
も
の
で
し
た
。
野
良
で
食
べ
た

お
弁
当
の
お
い
し
か
っ
た
こ
と
。
今

思
う
と
大
変
で
し
た
け
ど
、
家
族
の

語
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
の
仕

事
を
、
一
家
で
力
を
合
わ
せ
て
す
る

こ
と
で
、
ま
と
ま
り
も
で
き
、
子
供

の
教
育
に
も
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
が
大

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
の
こ
ろ
、
学
年
全
部
で
長

福
寺
の
裏
山
ヘ
キ
ノ
コ
取
り
に
も
行

き
ま
し
た
。
今
ほ
ど
物
が
豊
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
川
西
の
豊

か
な
自
然
に
育
く
ま
れ
て
、
心
豊
か

な
子
供
時
代
を
送
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
今
は
驚
く
ほ
ど
の
発
展
を
と
げ
て

川
西
町
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

一
家
全
部
が
都
会
へ
出
ら
れ
た
方
な

ど
、
ふ
る
さ
と
へ
帰
れ
ず
さ
び
し
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
あ
そ
こ
の
家
も

こ
こ
の
部
落
も
全
部
出
て
し
ま
っ
た

な
ど
と
聞
く
と
、
時
代
の
流
れ
を
感

じ
ま
す
。

　
も
う
東
京
に
来
て
六
十
年
も
経
つ

叔
父
が
、
子
供
の
こ
ろ
食
べ
た
新
米

と
、
取
り
た
て
の
秋
野
菜
を
た
く
さ

ん
入
れ
た
け
ん
ち
ん
汁
の
昧
が
忘
れ

ら
れ
な
い
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

年
経
っ
て
も
ふ
る
さ
と
の
味
は
、
忘

れ
ら
れ
な
い
も
の
な
の
で
す
。

　
私
も
、
野
沢
菜
、
ぜ
ん
ま
い
な
ど

を
送
っ
て
い
た
だ
く
と
、
さ
っ
そ
く

料
理
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
山
や
川
、

肉
親
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
郷

土
料
理
に
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
健
康
的
な
料
理
が
多
く
参
考

に
な
り
ま
す
。

　
川
西
町
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、

町
民
の
皆
様
の
幸
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

”
”

犬
助
郭
轄
が

最
近
、
朝
早
く
と
か
、
夕
方

に
な
る
と
、
犬
を
解
き
放
す
飼

い
主
が
い
る
よ
う
で
す
。
ま
い
た
ば

か
り
の
野
菜
畑
を
荒
ら
さ
れ
た
あ
げ

く
、
ふ
ん
ま
で
置
い
て
行
き
ま
す
。

　
犬
を
解
き
放
す
こ
と
や
、
犬
に
よ

っ
て
道
路
な
ど
が
汚
さ
れ
る
こ
と
を
、

県
条
例
で
は
っ
き
り
禁
止
し
て
い
ま

す
。
飼
い
主
の
良
識
を
望
み
ま
す
。

懸
潟
県
勤
物
糠
護
管
趣
条
倒
緩
緯
鐙

　
撚
鋼
糖
炎
鐙
麟
騨
黎
耀

第
恭
農
議
灘
鐙
飼
顯
叢
ぽ
．
飼
騨

　
鍛
慈
欝
羅
鞭
膿
留
獲
灘
鍛
懸
懸
嫉

　
薦
ぽ
菱
簸
懸
奪
騨
．
　
織
以
零
蓬
躍
鞍

書
灘
簿
肇

薯
　
欝
入
懸
．
正
幾
癒
遜
曲
縷
灘
葛

　
暢
響
の
ぽ
鞭
、
難
盤
留
き
薦
蕪
騨

　
難
飛
雛
難
解
き
、
災
隷
解
懸
懸
糠
ぽ

爆
慈
嶽
繍
、

　
撚
糞
鐙
鯛
鱒
整
の
遜
鰹
事
項
耀

第
撫
霊
染
炎
顯
飼
鱒
盤
ぽ
、
規
則

　
灘
難
繊
魑
墓
濃
獲
褻
麟
繋
葛
飼
養

　
施
設
蓬
設
置
態
懇
懸
羅
蔭
懸
鑛
懸

　
膿
。

諺
　
糞
獺
飼
願
盤
ぽ
、
規
則
華
建
め

　
姦
謹
灘
麟
馨
謙
鱗
．
畿
蓬
．
飼
養
縷
．

　
灘
ぽ
保
管
穫
憲
鱒
蕎
鷺
の
饗
識
蓬

　
講
慧
礒
懸
麟
縫
ぽ
嶽
鑛
鞍
騨
。

＄
　
炎
の
飼
験
主
ぽ
．
遊
蹄
萎
園
．

　
灘
蠣
懸
⑳
穂
の
婆
共
の
場
所
を
飼

　
験
鍍
縫
謙
獲
溝
穫
懇
麟
襟
矯
繕
馨
願
．
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⑳⑦㊦、

霞

．
；
湊
屍
、
　
～
’
』
　
　
『

イ亭電の　、　釧
　　　あ喫0りせ
月20日（火）午前9時～正午

鶴吉、霜条、坪山の全部

月30日（金）午前9時～正午

赤谷、岩瀬、大倉、大白倉、

小白倉の全部
一、“’＿蟹＿馳＿＿、幽漏』．＿＿敬一

心配ごと相談

10月14日（水）一・仁田公民館

　　21日（水）…・・克雪センター

　　28日（水）・・…総合センター

11月4日（水）・…・上野コミセンター

　　11日（水）…・・仁田公民館

時間は、午後1時～3時です。

移動交通事故相談

昭和63年度学生募集要項・
　　　　　　　新潟県農業大学校

6願書提出先
953西蒲原郡巻町大字巻甲12007
　　　新潟県農業大学校長あて

　　　　　費0256－72－3141

11月2日（月）

十日町市役所

受付は、午前10時～午後2時

4出願書類
　（1）入校願書

　（2）最終学校の卒業（卒業見込み）

　　証明書
　（3）最終学校の調査書

　（4牒健所か、国・公立病院の健康

　　診断書
（5）営農状況等調査書

（6）所轄農業改良普及所長の意見書

（7）写真（無帽縦4cm×横3cm）2枚、

　　裏面に氏名記入
　　圏　（1）（5）（6）の用紙は、返信用

　　170円切手を同封し、当校へ請

　　求のこと。

5願書受付
　昭和63年1月9日（土）～1月30日
　（土）消印有効

7入校試験
　一般入校者の選抜は、学力試験、

調査書、面接の審査結果にもとずき
適性、能力などを総合して判定する。

　期日　昭和63年2月10日（水）

　場所　新潟県農業大学校

　学力試験科目

　　必須一作文、現代社会

　　選択一数学1　理科1

1募集人員

学科 専攻部門 募集人員

総合農業科 総合農業 25人

蚕業　科 養　　蚕 5人

園芸　科

露地野菜

20人
施設野菜

果　　樹

花　　き

畜　産　科

酪　　農

15人肉用牛
養　　豚

合　　　　計 65人

2修業年限　2年

3出願資格
　高校卒（来春卒業見込みを含む）

又は同等以上と認められるおおむね

25歳以下の者

　　　　　。所在地と交通・

＿」

一 〆
巻駅

県立
巻農築高校●

ドライブイン

赤ひげ●

至柏蛭 国逼116号線 至新潟

至長岡

圃「二
J　R越後線／巻駅下車　　　　　　　飛落川

雛庁舎．　　舗よりタクシー10分
（バスの便はありません。

徒歩で約40分）
新潟県農業大学校

北陸自動車道／巻・潟東インター下車

（バスの便はありません。タクシー15分）

巻

インター
潟東　　　　　　　　　　　　　北陸自動車道　　　　　　　　　　　　至新潟

2▽ッψ

鵡鞠

…
…
…
…
…
…
・
－
…
…
－
…
－
⑰

中
仙
田

り
南
雲
義
明
さ
ん

　
り
　
　
　
和
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
か
ら
）

コ
ー
ヒ
ー
は

　
熱
く
甘
か
っ
た

私
を
包
み
こ
ん
で
く
れ
る
人

ワ
　
き
っ
か
け
は
、
行
き
つ
け
の
喫

茶
店
の
マ
マ
さ
ん
が
「
こ
の
人
ど
う
」

と
い
う
よ
う
な
軽
い
気
持
で
紹
介
し

て
く
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
感
じ

の
い
い
女
性
だ
と
思
い
ま
し
た
。

欝

湖

り
　
こ
ち
ら
か
ら
気
安
く
話
し
か
け

ら
れ
、
安
心
で
き
る
や
さ
し
い
人
だ

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
を
包
み

こ
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
ゆ
っ
た
り
と

し
た
頼
も
し
い
人
で
す
。
出
会
っ
て

一
か
月
程
で
一
緒
に
な
り
た
い
と
決

め
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
一
年
前
の

今
日
（
注
・
9
月
2
7
日
）
婚
約
し
た

の
で
し
た
。

通
勤
は
格
好
の
ド
ラ
イ
ブ

ワ
　
後
継
ぎ
の
彼
女
と
一
緒
に
な
っ

た
の
で
、
冬
期
間
は
十
日
町
へ
雪
掘

り
若
い
衆
と
し
て
行
き
、
夏
場
は
仙

田
の
生
活
で
す
。
両
家
共
存
共
栄
生

活
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

り
　
二
人
で
十
日
町
の
会
社
へ
通
勤

し
て
い
ま
す
。
通
勤
距
離
は
長
く
な

り
ま
し
た
が
、
朝
夕
、
山
々
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
の
道
の
り
は
ま
た
格

別
で
す
。

子
連
れ
ス
キ
ー
が
夢

　
ワ
　
趣
味
は
ス
キ
ー
で
、
昨
年
は
二

家
人
で
近
く
の
山
々
を
滑
っ
て
き
ま
し

一ご
た
。
今
年
は
ど
う
か
な
？
　
そ
の
う

んさ
ち
子
連
れ
の
ス
キ
ー
を
夢
み
て
い
ま

．
雲
す
。

南の
り
　
編
み
物
が
大
好
き
で
す
。
今
年

コ
ニ
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
セ
ー

コ
タ
ー
も
是
非
。
そ
し
て
ベ
ビ
ー
用
も

　
編
み
た
い
で
す
。
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出思
善　

　
一
般
寄
付

渡
辺
重
義
（
仁
田
）

上
村
謙
吉
（
上
野
）

　
社
会
福
祉
に

匿
名
希
望
（
中
野
区
）

　
広
報
発
行
に

田
口
一
男
へ
藤
岡
市
）

匿
名
希
望
（
兵
庫
県
）

同
　
　
　
（
中
野
区
）

室
岡
倉
二
（
流
山
市
）

中
条
誠
一
（
大
阪
市
）

（
敬
称
略
）

三
万
円

三
万
円

一
一
万
円

万万万万万
円円円円円

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
図
書
一
冊

　
社
会
福
祉
協
議
会
に

上
村
雅
彦
（
下
平
新
田
）
　
三
万
円

清柳高
水　塚
松和
次雄正
ヘ　ヘ　ハ下東仁
平善田
新寺）
胆）

二
万
円

三
万
円

三
万
円

v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一㌧へ．～〉￥〈

　　　　　新潟県最低賃金
　昭和62年10月3日から
　　　　　　　　　　　1日　3，546円
　　　　（時間給の場合）　1時間　444円

※上記の最低賃金額は業種、業務、年齢、パートタイマ
ー
、
臨
時 雇を問わず適用されます。
※労働保険の未加入事業場は今直ぐ加入手続きを。

　お問い合わせは

　新潟労働基準局・各労働基準監督署へ。

十
月
一
日
付

昇
任

税
務
課
長
補
佐

　
小
海
正
隆
（
町
史
編
さ
ん
係
長
）

配
置
換
え

　
住
民
課
　
青
木
孝
子
（
総
務
課
）

わんきん

シ
く
し

　
ノ

は

で
受
け
ま
し

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
は
、
六
十
五
歳
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
六
十
歳
以
上
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
年
齢
を
繰
り
上
げ
て
受

給
（
繰
り
上
げ
請
求
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
繰
り
上
げ
請
求
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
一
生

　
減
額
さ
れ
た
ま
ま
で
す

　
繰
り
上
げ
請
求
す
る
と
、
請
求
時

の
年
齢
に
応
じ
て
、
一
定
割
合
で
減

額
さ
れ
た
年
金
額
と
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
、
そ

の
ま
ま
の
割
合
で
減
額
さ
れ
た
年
金

し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求
し
た
た
め

に
、
ほ
か
の
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

人
生
八
十
年
時

代
の
長
い
老
後
が

控
え
て
い
ま
す
。
　
　
！
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

繰
り
上
げ
請
求
す
　
　
　
　
鞍
身
，

る
前
に
、
よ
く
考

え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

年
金
は
、
あ
な
た
の
一
生
の
大
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
耀
匪
．
．
　
　
　
、
　
祀

　
　
　
6
．
a
．
即
蓑
　
・
　
　
　
一

　
　
範

転
無

磯
ぐ
額

　
　
‘
　
満

626鵠（65歳）満麟熟魔

嚢557”611階，，詳，藷誘晦
額間額

欝瀧ll響lll岳161廟28笈35％

一　じて3g年～ゑ5年　　　　　363，400円　　（60歳）

よ
》
つ

な
財
産
で
す
。

　
H
繰
り
上
げ
請
求
す
る
と
”

①
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
・
退
職

　
共
済
年
金
（
六
〇
歳
～
六
四
歳
）

　
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

②
寡
婦
年
金
（
国
民
年
金
）
が
受

　
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
し
、
遺
族

　
厚
生
（
共
済
）
年
金
を
受
給
中
の

　
人
は
、
そ
の
年
金
が
六
十
五
歳
に

　
な
る
ま
で
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

③
六
十
五
歳
前
に
、
病
気
や
け
が

　
の
状
態
が
重
く
な
っ
て
も
、
障
害

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

編汚載
償

♂
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昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

柳
　
亨
一
6
7
（
本
人
）
東
善
寺

田
村
　
定
義
6
8
（
本
　
人
）
赤
　
谷

小
わ
琴

蝉
項

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

◎
武
蔵
野
の
こ
こ
大
粒
の
吾
亦
紅

◎
僧
留
守
の
寺
裏
山
の
竹
の
春

　
大
踵
眠
水
を
満
た
し
て
竹
の
春

　
櫃
の
実
を
拾
ふ
手
窪
に
あ
ふ
れ
さ
せ

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

◎
し
っ
と
り
と
露
に
濡
れ
い
る
碑
文
か
な

　
炉
開
き
を
す
る
や
火
箸
も
十
能
も

　
稲
屑
の
火
の
風
に
の
り
燃
え
上
が
る

　
秋
の
日
の
て
ら
く
漏
る
・
句
碑
の
肩

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

◎
せ
・
ら
ぎ
の
細
し
山
萩
こ
ぼ
れ
つ
ぐ

　
旅
の
子
の
便
り
に
綴
る
虫
の
文

　
赤
と
ん
ぼ
空
一
ぱ
い
に
飛
び
日
和

　
名
月
に
城
跡
の
松
の
高
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
水
品
　
　
律

◎
秋
の
陽
の
移
ろ
い
早
き
障
子
か
な

　
話
し
つ
・
手
許
休
め
ず
菜
を
間
引
く

　
刈
り
急
ぐ
稲
田
の
釣
瓶
落
し
の
陽

　
朝
顔
の
紫
小
さ
き
残
り
花

清
水
　
ト
ミ
7
8
（
松
次
）

上
村
　
常
助
謁
（
謙
吉
）

ド
平
新
田

上
野

　
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
た
く
ろ
う
　
優

高
橋
　
拓
朗
　
　
　
　
長
男
三
　
領

　
　
　
　
　
美
奈
子

　
　
も
と
あ
き
正
司

櫻
澤
元
彬
　
　
長
男
室
島

　
　
　
　
　
玲
子

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

台
風
の
進
路
気
に
し
つ
稲
架
を
組
む

朝
毎
の
露
深
々
と
散
歩
径

間
引
き
す
る
大
根
菜
す
で
に
指
ほ
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

残
暑
な
お
夕
日
ま
と
も
に
鶏
頭
花

書
の
窓
に
動
け
る
も
の
の
桐
一
葉

石
垣
の
上
の
ほ
う
づ
き
の
赤
々
と

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

母
と
娘
の
長
距
離
電
話
夜
長
か
な

梨
を
剥
く
手
を
し
た
た
り
し
蜜
な
り
し

風
止
め
ば
花
粉
を
こ
ぼ
し
秋
桜

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

浅
桶
に
金
魚
ひ
し
め
く
露
店
か
な

秋
草
を
活
け
つ
・
ま
し
く
娘
部
屋

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

新
米
の
仏
飯
供
え
香
手
向
く

新
築
の
音
屋
根
越
し
に
天
高
し

　
　
　
　
　
下
平
新
田
　
清
水
き
よ
し

大
花
火
揚
が
る
響
に
ど
よ
め
け
る

富
山
よ
り
四
尺
花
火
見
に
来
し
と

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

汗
ば
み
て
秋
風
に
あ
う
山
の
畑

初
孫
の
気
嫌
よ
か
ら
ぬ
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

清
水

謹
賢
司
勇
七
野

　
　
明
　
美

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

一　　　一

佐川江江

野崎口口

利
治
小
白
倉

照
　
美
　
小
白
倉
か
ら

祐
　
一
高
原
田

奈
穗
美
　
佐
和
田
町
か
ら

茶
ば
し
ら
の
二
つ
立
ち
た
る
良
夜
か
な

案
山
子
展
並
ぶ
を
見
つ
・
車
窓
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
万
　
　
　
柿

稲
を
刈
る
肩
に
と
ま
り
し
赤
と
ん
ぼ

長
月
の
空
深
々
と
澄
み
わ
た
り

　
　
　
　
　
　
・
霜
条
　
大
海
　
白
濤

空
蝉
の
す
が
れ
る
墓
を
洗
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
し
　
ん
　
女

赤
と
ん
ぼ
と
ん
で
刈
田
の
ひ
ろ
が
り
し

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

お
団
子
に
芒
を
そ
え
て
月
ま
つ
る

　
　
　
　
　
　
守
口
市
　
大
久
保
正
作

稲
の
穂
に
き
て
赤
と
ん
ぼ
羽
や
す
め
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ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
で

減
量
＆
健
康

・
上
野

　
去
年
の
春
、
山
菜
取
り
に
行
っ
た

と
き
、
突
然
目
が
ま
わ
っ
て
倒
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
て

次
の
日
、
早
速
病
院
に
行
き
ま
し
た
。

　
病
院
の
先
生
に
「
血
圧
が
高
い
。

体
重
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
大
変
だ
」

と
、
注
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
り
、
町
と
保
健
所
の
共

催
で
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
が
あ
る
こ

と
を
聞
い
て
、
一
病
院
の
先
生
と
相
談

し
参
加
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
で
は
、
栄
養

士
さ
ん
や
保
健
婦
さ
ん
か
ら
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
栄
養
指
導
や
、
調
理
の

味
付
け
な
ど
を
親
切
に
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
自
分
で
注
意
し
な

け
れ
ば
健
康
に
な
れ
な
い
と
思
い
、

山
ロ
幸
子
さ
ん

ま
ず
、
体
重
を
落
と
す
こ
と
に
一
生

懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。
①
特
に
甘

い
も
の
を
食
べ
な
い
。
②
ご
は
ん
を

，
食
べ
過
ぎ
な
い
。
③
油
っ
ぽ
い
も
の

を
ひ
か
え
て
、
野
菜
を
い
っ
ぱ
い
食

べ
る
。
④
酢
の
物
を
食
べ
る
。
こ
ん

な
こ
と
に
毎
日
気
を
付
け
ま
し
た
。

　
始
め
た
一
週
間
く
ら
い
は
、
ハ
ラ

が
減
っ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
イ

ラ
イ
ラ
し
ま
し
た
。
二
週
間
目
く
ら

い
に
は
、
体
が
慣
れ
て
あ
ま
り
食
べ

た
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に
五
月
か
ら

十
月
ま
で
通
っ
て
い
る
う
ち
に
、
な

ん
と
体
重
が
九
キ
ロ
ほ
ど
減
っ
て
、

血
圧
も
低
く
な
り
、
め
ま
い
も
全
然

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
山
口
さ
ん
は
、

ン
ベ
　
　
た
ま
た
ま
こ
の
よ

シ
食

　
　
て

レ
　
　
ん

　
　
　
　
　
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

…
㎜
の
　
　
口

柵撚

鍵
踊
篠
鰭
紛
噸
臨

り
す
維
持
す
る
こ
と
は
鰯

麓
作
ま
で
き
な
い
考
で
螺

漁
酢
を

　
　
グ
て
す
。

’

、


